
様式（１）-①

都市再生整備計画
み か さ ち ゅ う お う ち く

三笠中央地区

ほ っ か い ど う み か さ し

北海道　三笠市

令和8年2月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 48.0 ha

令和 8 年度　～ 令和 10 年度 令和 8 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 北海道
み か さ し

三笠市
み か さ ちゅうおう ち く

三笠中央地区

計画期間 交付期間 10

大目標：市民が安心して住み続けられる、賑わいあるまちづくりの推進
　　　目標１：医療機能の充実による安心して住み続けたいまちづくりの推進
　　　目標２：交流空間の充実による賑わいのあるまちづくりの推進

　本市は、明治12年に幌内炭鉱が開坑されると、明治15年には市来知村が開村し、幌内と手宮間に鉄道が開通するなど、石炭のまちとして栄えてきた。昭和32年には人口が６万人を超え、全道22番目の市として市制を施行した。しかし、その後のエネルギー事業の変
革にともなう炭坑の相次ぐ閉山により、人口減少が急激に進行した。近年は、移住定住や子育て支援施策、三笠高校の道立から市立への転換、石炭地下ガス化事業の取組等により地域活性化を図ったことで、転入人口の増加が見られたものの、依然として人口減少
は続いている。人口減少に伴い都市機能の維持や公共交通の利便性確保が困難となるなか、炭坑地区に分散して市街地が形成された経緯から市内各所に低密度な集落が広がっており、住民の生活利便性確保に向けた都市構造の転換が求められている。
　こうした状況の中、令和４年度にはコンパクト・プラス・ネットワークを基本とした都市構造への転換を目指すために三笠市立地適正化計画を策定し、生活利便施設を中心とした地域拠点への居住誘導や都市機能の集約・再編による魅力的な中心市街地の維持に向
けた取組を進めている。なかでも三笠地区は、市内各所からのアクセス性に優れ、行政や商業、医療機能などの都市機能を有していることから、都市機能の維持・充実を図り生活利便性の高い拠点の形成を図ることが位置付けられている。
　公的不動産のマネジメントについては、本市の公共施設の人口一人当たりの延床面積は全国平均の約9.3倍と、大幅に多い状況であることから、三笠市公共施設等総合管理計画に基づき、施設の統合や複合化、人口規模に見合った施設総量への縮減など、地域
の将来像を見据えた公共施設等の適切な配置の検討を行っている。

・本市は北海道の中央部、空知地方の南部に位置し、札幌市、旭川市や新千歳空港から１時間圏内と、道央主要都市へのアクセスがしやすい位置にあるほか、国道12号及び北海道縦貫自動車道が西部を、国道452号が東部を通過している。
・三笠市都市計画マスタープランにおいて、三笠地区は、三笠市の中心市街地としてふさわしい緑を大切にした都市景観の形成と生活利便性を高め、都市機能の充実を図ることとしている。
・本地区は、商業施設や福祉施設、コミュニティ施設が立地するなど、三笠地区のなかでも都市機能の集積がみられる地区である。
・バス路線については、当地区と岩見沢市、札幌市を結ぶ民間事業者の路線が運行しているほか、当地区と幌内地区を結ぶ市営バスが運行しており、地域交通の拠点となっている、
・老朽化が進み耐震性能が十分でない市立三笠総合病院については、施設、運営のコンパクト化を行い、病院経営の安定化を図ることで地域の負担を軽減しながら、総合的な医療の受診や救急医療等に対応できる病院の整備を図ることとした。
・また、本地区に近接する市立北海道三笠高等学校は、道内唯一の食物調理の学科を設置した単科高校であり、市内で飲食店を開業したり、キッチンカーが集まるイベントを開催する卒業生がいるなど、地域の活力向上に貢献している。

・市立三笠総合病院は、建物が築後57年が経過し設備の老朽化が著しいこと、十分な耐震性能がないことから、安全安心な施設環境の維持や高度・多様化する医療ニーズ及び医療サービスなどに対応することが極めて困難になっている。
・市立三笠総合病院の移転予定地は、本市の幹線道路である道道岩見沢三笠線からの奥まった立地となることから、利用者に分かりやすい案内表示が必要である。
・当地区には、市立三笠病院の移転や三笠高校卒業生による飲食店開業やイベント開催等により多くの来街者が見込まれるが、市民等が気軽に交流・休憩できるスペースが不足している。

①【第９次三笠市総合計画】（2022-2029）（令和3年度策定）
・総合計画における基本構想には、「人が育つまち三笠」、「人が元気で働けるまち三笠」、「人が快適に生活を楽しむまち三笠」、「人が安心して暮らせるまち三笠」、「人と自然が共存できるまち三笠」「人が未来に向かって夢を育めるまち三笠」を掲げており、市立三笠
総合病院については、公的病院機能の存続するため、計画的に病院の建替えを進めることとしている。
②【三笠市都市計画マスタープラン】（2008-2028）（令和元年度改訂）
・「誰もが暮らしてみたい田園産業都市」「日本一安心して誰もが住み続けたいまち」を将来都市像とし、以下の目指すべき将来都市イメージを定めている。
○みんなが都市づくりに参加する個性あふれる都市
○超高齢社会に誰もが安心して暮らすことのできるまとまりのある都市
○恵まれた自然環境を大切にする「クリーン・グリーン三笠」にふさわしい都市
③【三笠市立地適正化計画】　（2023-2042）（令和４年度策定）
〇当地区は市内各所からのアクセス性に優れ、行政機能、商業機能、医療機能などの都市機能を提供する拠点と位置づけられている。



都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ R２年度 R10年度

％ R２年度 R10年度

・市の顔として行政、医療、商業機能等の中心的な都市機能を担う主要拠点を三笠地区および岡山地区に配置し、地域資源を生かしたまちづくりの拠点としての機能を担う歴史文化振興エリアを幾春別地区に配置する。
・三笠地区は、市内各所からのアクセス性に優れ、都市機能を提供する拠点と位置づける。三笠市の行政、商業、医療、福祉、教育、子育て等の中心拠点として、都市機能の維持・充実を図り、生活利便性の高い拠点の形成を図る。
・岡山地区は、主として日常的な生活サービス機能を提供する拠点として位置づける。大型商業施設や医療機関の集積により中心拠点を補完するとともに、新たな人口定着を促す拠点の形成を図る。

誘導施設（三笠地区）
・市民が安心して生活できる医療環境を確保するため、病院を誘導施設に位置づける。
誘導施策
・誘導施設に位置付けられている公共施設のうち老朽化している施設については、都市構造再編集中支援事業等により、都市機能誘導区域内における建替・移転・改修等を検討し、拠点性や利便性の維持向上に努める。

医療施設に対する市民満足度
市民アンケートで医療施設について「満足」「やや満足」と回
答する市民の割合

新病院整備により地区の魅力を向上させ、また医療環境の改善・
強化により地域医療に対する市民満足度の向上を目指す

7.7% 42.3%

商店街の活性化に対する市民満
足度

市民アンケートで商店街の活性化について「満足」「やや満
足」と回答する市民の割合

地区にイベントスペースの整備を行い、商店街への集客力強化を
図ることで、市民満足度の向上を目指す

4.6% 10.0%

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【医療機能の充実による安心して住み続けたいまちづくりの推進】
・地域住民の安全安心を支える拠点となる新病院の整備 【基幹事業】誘導施設　医療施設（三笠市立病院）

【基幹事業】地域生活基盤施設　情報板（情報案内板）
【基幹事業】地域生活基盤施設　防災備蓄倉庫

【交流空間の充実による賑わいのあるまちづくりの推進】
　・イベントの開催や市民の交流・休憩ができる広場の整備

【基幹事業】地域生活基盤施設　広場
【関連事業】三笠市市営住宅建替改善等事業

【当地区およびその周辺における協働型のまちづくりの状況】
三笠高校卒業生が近隣の店舗を借りて飲食店を行っているほか、キッチンカーが集まるイベント「Mikasa Food Village」を市内で開催している。

地域おこし協力隊の卒業生に対して起業支援を行っている。

市内のコミュニティセンターで住民がスポーツやレクリエーション活動を実施してている。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 三笠市 直 ２か所 R10 R10 20 20 20 0 20 -

地域生活基盤施設 三笠市 直 ２か所 R10 R10 3 3 3 0 3 -

地域生活基盤施設 三笠市 直 1か所 R8 R10 18 18 18 0 18 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設 三笠市 直 6,718.94㎡ R8 R10 6,069 6,069 6,069 0 3,000 1.10 

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

合計 6,110 6,110 6,110 0 3,041.0 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

交付対象事業費 3,041 交付限度額 1520.5 国費率 0.5

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

広場

情報板

防災備蓄倉庫

三笠市立病院

住宅市街地総合整備事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業



居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C
合計(A+B+C) 3,041

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

三笠市 国土交通省 ○ R15以降 未定 2,790

合計 2,790

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

三笠市市営住宅建替改善等事業 榊町団地

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

三笠中央地区 面積 48.0 ha 区域 三笠市幸町、高美町、柏町、榊町、若松町の各一部

Ｎ

三笠市役所

　　　　　　　　　　　　凡　例

　　　　　　　　　　　　　都市再生整備計画区域

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　　　　　　　　居住誘導区域

　　　　　　　　　　　　　官公庁

　　　　　　　　　　　　　国道

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　高規格幹線道路

                             道道

三笠IC

　三笠中央地区

　48.0ha

三笠IC

道道116号



様式（１）-⑦-１

医療施設に対する市民満足度 (％) 7.7 (R２年度) → 42.3 (R10年度)

商店街の活性化に対する市民満足度 (％) 4.6 (R２年度) → 10 (R10年度)

三笠中央地区（北海道三笠市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標
大目標：市民が安心して住み続けられる、賑わいあるまちづくりの推進
　　　目標１：医療機能の充実による安心して住み続けたいまちづくりの推進
　　　目標２：交流空間の充実による賑わいのあるまちづくりの推進

代表的
な指標

500m0

Ｎ

都市再生整備計画区域

三笠中央地区　48.0ha

■基幹事業（誘導施設）

【医療施設】　三笠市立病院

○関連事業

三笠市市営住宅建替改善等事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）

　　広場　２か所

■基幹事業（地域生活基盤施設）

　　情報板　２か所

三笠市役所
　　　　　　　　　　　　凡　例

　　　　　　　　　　　　　都市再生整備計画区域

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　都市機能誘導区域

　　　　　　　　　　　　　居住誘導区域

　　　　　　　　　　　　　基幹事業

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　関連事業

北海道三笠高等学校

■基幹事業（地域生活基盤施設）

　　防災備蓄倉庫　１か所


